会　議　記　録
高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第2回高松市文化芸術振興条例検討委員会

	開催日時
	平成24年7月25日(水)午前10時～正午

	開催場所
	高松市役所　4階　会議室

	議    題
	(1)前回の議論について
　ア)創造都市について
　イ)他都市における条例制定後について
(2)高松市民アンケート結果報告
(3)条例の構成について
(4) その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	甘利委員，鹿庭委員，鎌田委員，北岡委員，木ノ下委員，坂委員，島田委員，佃委員，津村委員，冨田委員，橋本委員，林委員，村川委員，若井委員

計14人(1人欠席)

	傍 聴 者
	     2  人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

(1) 前回の議論について
ア)創造都市について
高松市が目指す「創造都市」について，Throsbyの文化産業論や総務省がまとめ
た事例調査を元に説明し，次のとおり意見があった。
(委員)
都市という空間に様々な領域が合体する中，新しいクリエイティブな人材が流入交流し，相互に支え，恩恵を享受するもの，というイメージを持った。
これを委員のなかで共有し，今後の議論を進めたい。
イ)他都市における条例制定後について
主に中核市の事例を挙げ，条例制定から基本計画・アクションプラン策定により理念が実際効力を持つことを説明。よって，検討委員会のメンバーにより少なくとも普遍的な戦略部分である基本計画までは関わってほしい希望を伝える。
(委員)
・首長が変わっても揺るがない基本理念となる条例内容にしたい。それは起点であり出発点。
・まず理念があり，戦略があり戦術があり，それを以って各文化施設から企画が生まれるというプロセスだが，具体的に効果のあるものとなるよう，基本計画まで協力する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(2) 高松市民アンケート結果報告
アンケート結果ついて事務局から説明し，次のとおり意見があった。
(委員)

・20歳以下のこれからの担い手たち(例えば，小・中学生)および学校現場の教師などへのアンケートがほしい。
・その場合，量的だけでなく，質的ヒアリングも試みてほしいし，内容について事前に委員会で協議したい。
(事務局)

・次回までに，小学生および教員対象アンケートの素案を作成する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(3)条例の構成について
高松市同規模の中核市の条例の構成一覧表を用意し，高松市としては，少なくとも「基本理念」，「市の責務・役割」，「市民等の役割」，「人材の育成」，「情報の収集・提供」，「財政上の措置」，「基本方針」，「附属機関等の設置」，「顕彰」を採択項目として提案。
(委員)
・事務局がベースとして提案(案)に加えて，「文化による交流の推進等」，「地域文化の振興等」，「こども，高齢者，障害者，外国人等の文化芸術活動の充実」なども入れるべきかと。
・「こども，高齢者，障害者，外国人等の文化芸術活動の充実」については，教育により次世代の子どもに期待するだけでなく，高齢者向けの文化環境の整備は必須であり，戦後最大級に文化を享受した彼ら世代の潜在能力に期待するもの。

・相互対等な国際交流により，地域文化活動のレベルが上がる。その交流を担うだけの力を街が持ちえなければならない。
・(むろん地域振興は大切だが)この条例により「芸術等の振興」することにならなければならない。
・現場の伝統や人的素材をよく認識し，育成と共に活用していくこと。
・条例にはすべての項目を入れ込み，小項目で分かりやすい条例とし，できるだけ市民に届くもの，読んでもらうものとして作り上げたい。
・社会の変化に応じて文化が置かれる状況も大きく変化するので，小項目化は条例改正のハードルを低くさせ，結果対応が早くなる。
・高松らしさを織り込んだ項目設定にし，高松市の特徴を見出しだけ見ても分かるようになればいいが，それには行政用語からどれだけ自由な言語表現が条例で許されるものか。
・「条例を使う人は誰なのか？」をイメージしながら制作すべきで，市民も大事だが，地域のプロデューサーやコーディネーターや高松市の文化施設運営に携わっている人々へのヒアリングにより，実際のニーズが見え，生きた条文が盛り込める。


	(4) その他について

　　事務局より，次回会議について１０月２６日（金）午後２時の開催予定とすること，次回までに小学生および教員を対象としてアンケートの素案づくりに加えて，条例項目全抽出し提案すること，また条例使用言語や既存文化施設等へのヒアリングは今後の課題とし，次回以降の委員会資料を，事前に委員の郵送を提案し，委員全員が了とした。
　　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することとした。

以　上





































